
型式：アビアシュド式ミストラルＪ－Ｒ５３２Ｌ型超軽量動力機（複座）

識別番号：ＪＲ１１８４（（財）日本航空協会識別番号）

発生場所：茨城県西茨城郡岩間町大字押辺字新橋２０８６－４の空地

発生日時：平成８年６月１６日 １１時０５分ごろ

１　航空事故調査の経過

1.1　航空事故の概要

ＪＲ１１８４は、平成８年６月１６日１１時０５分ごろ、操縦者及び同乗者が搭 

乗し、茨城県西茨城郡岩間町の空地において着陸復行し右旋回中、機首から落下し、 

木立に衝突して墜落。

操縦者及び同乗者 重傷

機体 大破、火災発生なし

1.2　航空事故調査の概要

主管調査官が、平成８年６月１７日～１８日、現場調査を実施。

原因関係者として、操縦者から意見聴取を行った。

２　認定した事実

2.1　乗組員に関する情報

(1)　操縦者 男性 ４９歳

（財）日本航空協会技量認定 Ｎｏ．７７９５（平成３年７月１８日）

型式の限定 舵面操縦型

総飛行時間 約２００時間

同型式機による飛行時間 １９１時間

(2)　同乗者 男性 ４５歳 

操縦者の資格なし

2.2　航空機に関する情報

2.2.1　航空機

型式 アビアシュド式ミストラルＪ－Ｒ５３２Ｌ型

事故当時の重量 約３２０kg（仕様書最大重量 ３７０kg）

総飛行時間 １９１時間



2.2.2　機体調査

機体、エンジン及びプロペラは、墜落時の損傷以外異常なし。

2.3　気象に関する情報

2.3.1　操縦者によれば、事故現場付近の事故当時の気象は、次のとおりであった。 

天気 くもり、風 無風、視程 約５km

2.3.2　当該空地にいた目撃者によれば、次のとおりであった。

天気 くもり、風向 西南西、風速 １～２m/s

2.4　その他必要な情報

航空法第１１条第１項ただし書き、同法第２８条第３項及び同法第７９条ただし 

書きの許可

(1)　操縦者

当該空地から約４km離れた場外離着陸場における飛行の許可は取得してい 

たが、当該空地での飛行については取得していなかった。

(2)　同乗者

全て取得していなかった。

３　事実を認定した理由

同機は、操縦者及び同乗者の２名が搭乗し、当日２回目のフライトとして１０時 

５０分ごろ、茨城県西茨城郡岩間町の空地を離陸し、操縦者が場周飛行を行った。着 

陸の際、離着陸地帯の末端を速度６０km/hぐらいで通過して、離着陸地帯のほぼ 

１／３付近に接地した。その際、前輪接地となったためバウンドし、２回目のバウン 

ド後、残り約１１０ｍ付近で出力を上げ着陸復行を行った。若干背風気味であったこ 

とも相まって、同機は、速度を獲得できないまま、正面の小屋を回避するための右旋 

回を行ったところ、正面に高さ約１５ｍの立木が目に入った。操縦者は、その立木を 

越えようと機首を大きく上げたところ失速して機首から落下し、立木の中間付近に衝 

突して墜落。

４　原因

着陸復行を行った際の判断・操作が適切でなく、失速し墜落したものと推定。
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付図２　アビアシュド式ミストラルＪ－Ｒ５３２Ｌ型
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写真　事故機


